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１、まえがき 

当該技術は、河川の流れのエネルギーを再配分し、自然の力で河床を深く掘り、洪水の疎通能力を高め、洪水や

高潮・津波のない安全な河川流域の具体化を促進するため、「自然の力で繰返す（津波、高潮、河川）災害を阻止

する国際技術」を提言するものである。 

 

本来、河川は重力による流れのエネルギーが支配する流域で、上流から流れてきた土砂が永い間には河口に堆積

し河川延長が伸び、河口の河床勾配が緩くなり、洪水の疎通能力が低下し、さらに河道の両岸に堤防を構築すれ

ば河床が上昇し、天井川となり繰返す洪水の原因となる。更に堤防の嵩上げにより、河川災害を肥大化してきた。 

この為、下流部では潮汐のエネルギーを卓越させ、河川の流れのエネルギーを再配分するにより、繰返す河川災

害を阻止しようとするものである。 

 

① 潮流河川には堤防がない        ②「海洋のうつろ」を利用した潮流発生装置 

 

 

 

 

 

「海洋の空（UTSURO）」を利用した潮流発生装置』により、河口に激しい潮流を発生させ、従来の重力による

流れのエネルギーが支配してきた河口水域を、下流部では潮汐のエネルギーを卓越させ、河川の流れのエネルギ

ーを再配分しようとするものである。この水路を「遡上水路」と言い、遡上水路の先端部は潮汐流の折返し点と

して、激しい渦流が発生し、河床が海水面下深く洗堀される。 

この為、遡上水路口を徐々に上流に向かって延伸することが可能となり、潮汐のエネルギーが支配する河川延長

を次第に延伸させることができる。 

 
『如何に激しい潮流であっても、陸域を流れる潮流は存在せず、洪水流量

に匹敵する潮流河川には洪水はない。（自然の原理 2007年に検証） 



 

この結果、上流部の従来の重力による流れのエネルギーが支配する河川延長は短くなり、上流部のエネルギー勾

配が高められ、上流部の河床も洗掘される。 

又、下流部の掃流力を高める為にはではUTSUROの面積を大きくすることにより潮汐のエネルギーが増加する。 

更に、河口部の河床が深くなれば、 

上流部の河床も安定勾配を求め河床が低下する。  

③河川の連続浄化・河床洗掘システム 

また、上流部では「③河川の連続浄化・河 

床洗掘システム」により、水をきれいにし、 

水みちを絞り、掃流力を高め、河床を深 

く掘り、洪水の疎通断面を大きくすると 

堤防が無くても災害の無い安全な河川が 

可能となる。 

河床を深く掘り、洪水の疎通能力を高 

めれば堤防が不要となり、「④大地は全 

てスパー堤防」となる。 

 

 

④河床を下げ大地が全てスパー堤防 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、津波高潮の阻止 

津波（高潮）は波長が長く、莫大な 

エネルギーを所持しており、砕波させると、 

このエネルギーを放出し被害が拡大するが 

反射しやすく、回折しやすい波である。 

 

 

 

 

 

 

現況の津波防御は陸域で阻止し、津波災害を拡大する原因となっている。 

この為、当該技術は、津波を海洋の洋上で反射させ阻止しようとするもので、 

⑤図に示す『海洋のうつろ』を構成する堤体を河口水域の洋上に津波の反射構造として、阻止しようするもので

ある。 



 

 

 

又、河川の遡上津波に 

ついては、河口に設置した 

UUSURO の堤体を河道内 

では堤体の天端高を河川の 

護岸より低くし、津波や高潮, 

更には河口洪水のピークを 

越流させりカットする 

ことにより被害を阻止しよう 

とするものである。 

また、これらの引潮時のエネ 

ルギーを河口洗掘に利用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3、うつろの潮流発生能力潮位変化のある水域を堤体構造で囲い締切り、水路で開 

放することにより潮汐変化の度に激しい潮流が発生する。この水路口を②図に示す様 

に河口に挿入する事により、河口に激しい潮流が発生し、河床洗掘が進行する。UTURO の潮流発生能力は

UTURO の面積に比例し、潮流は潮位変化と時間の関係で津波や台風、高潮時には激しい流が発生する。 

 

４、『海洋のうつろ』を構成する堤体の構築河口海域水深 20m 前後の海域に『海洋のうつろ』 

を構成する堤体を津波の反射構造として、構築する。 

⑦うつろを構成する堤体の事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５．河床の洗掘土砂の輸送 

当該技術は、①現在河道に堆積している土砂、②洪水の疎通断面を保持する為の掘削土砂、③今後とも河道 

に流入する土砂、これら①～③の莫大な土砂を、安全に自動車、船舶等の輸送手段を利用することなく、 

上記の技術により、洪水や津波、高潮等のエネルギーを有効に利用し、時には何百何千キロメートルを洪水時 

の泥水として、河口まで輸送し、処理しようとするものである。 

 

６．洗掘砂泥の処理 

潮位変化のある水域を，〝多空隙〟を有する堤体構造で囲い締め切る囲饒水域を当書では「海洋のうつろ」 

Ｂと言う。 

堤体構造で囲い締切られた囲繞水域内は波や流れもない静穏水域で河口まで安全に輸送された泥水は潮汐の作

用で「海洋のうつろ」Ｂ内に取り入れられ「海洋のうつろ」Ｂの沈降浄化や接触酸化の水質浄化機能を利用して、

泥と水を分離し、水はきれいにして海に放流し、泥はそのまま土地造成や干潟とし、地域開発に有効に利用する

ものである。 

（事例：1991 年に長江河口の上海第 2 国際空港の 2 期工事として筆者が提案し 2007 年に完成した） 

 

⑧「海洋の空（ＵＴＳＵＲＯ）B」の水質浄化・土地造成機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７、その他（水質浄化） 

➈閉鎖性水域を利用した高度浄化システム 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

物と水が接触していると物の表面にぬるぬるしたものが発生する。これが生物膜であり、水中の栄養物を食べて

生きている生物膜で、栄養物を取られた水は非栄養水となり、きれいになる。これを、接触浄化と言い、礫の間

を透過させて浄化する方法を「礫間接触浄化法」と言う。 

礫の間を５ｍ程度汚水が透過すると水がきれいになる。 

栄養物を取った生物膜は礫内で生息するカニやエビ等の餌として「生態循環」の中で処理され、滓が残らないの

が当該システムの特徴である。 

潮汐変化のある水域を多空隙を有する（捨石）堤体で囲い締切る囲饒水域を 当書では「海洋の空(UTSURO)B」

で示した。 

更に、当該システムは汚濁海域のサンライトホールとして汚濁海域や低質浄化をはかる技術として 1997 年に筆

者が発明したものである。 

 

８、効果 

津波、高潮を防御し、これ等のエネルギーを有効に利用して河口閉塞を阻止し、 

河床を深く下げ、洪水の疎通断面を大きくすれば河川には従来の堤防が不要となり、『大地は全てスパー堤防』となる。 

この結果、従来の河川堤防の決壊やこれに伴う冠水による災害がなくなる。 

更に、河床を深くし、河川航路や沿岸港を整備して、河川沿岸の開発を進める事が可能となる。 

一方、上流の莫大な掘削土砂は、自然の力で洪水時の泥水として河口迄安全に輸送し『海洋のうつろ B』注 1 の静穏

浄化機能を利用して泥と水に分離し、水はきれいにして海域に放流する。 

泥は『ＵＴＳＵＲＯ』の堤体の補強をすると共に干潟や広大な土地を絵形のように造成する。  

また、潮流発生用の広大な『海洋のうつろ』の静穏化水域を海洋牧場はじめ多くの超大型浮体構造物や基地・風力発電

等に活用しようとするのが当該の技術のシステムである 

河道の大水深港           UTSURO 内の静穏水域に設置した浮体空港 

 

 

 

 

 

 

 

 

UTSURO の堤体に設置した風力発電 

 

 

 

 

 

 

 

 



９、後書き 

 この技術は、水災害に悩む世界の河川に通用する技術であり、もし、この国際技術が具体化し将来利益を生む

ようなことがあれば、その国に還元するシステムを考えたい。 

 

自然の力で繰返す（津波、高潮、河川）災害を阻止する国際公開技術 

 

 

 

 

 


